
ト ピ ッ ク ス

■
豪
雨
災
害
の
教
訓
と
し
て

　
広
域
避
難
所
を
考
え
る

　
３
月
22
日
（
月
）
町
役
場
で

「
福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に
関

す
る
協
定
」
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
協
定
は
、
本
町
で
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
に
、
福

祉
施
設
な
ど
に
対
し
て
避
難
行
動

要
支
援
者
の
受
け
入
れ
協
力
を
円

滑
に
要
請
す
る
た
め
の
も
の
。

　「
緑
川
荘
」
（
緑
町
）
と
「
あ
ゆ

の
里
」（
津
志
田
）
を
運
営
す
る

（
福
）
五
色
会
（
荒
瀬
一
巳
理
事

長
）、「
緑
風
苑
」（
白
旗
）
を
運

営
す
る
（
医
）
荒
瀬
会
（
荒
瀬
一

巳
理
事
長
）、「
オ
ア
シ
ス
」（
御

船
町
）
を
運
営
す
る
（
社
）
伸
生

紀
（
麻
生
伸
一
理
事
長
）、
「
な
ご

み
の
里
」
（
美
里
町
）
を
運
営
す

る
（
医
）
興
和
会
（
山
中
清
一
郎

理
事
長
）、「
祥
麟
館
」（
熊
本
市

南
区
城
南
町
）
を
運
営
す
る

（
社
）
恵
春
会
（
小
林
佳
之
理
事

長
）
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
平
成
26
年
12
月
に
同

様
の
協
定
を
、「
桜
の
丘
」（
西
寒

野
）
を
運
営
す
る
（
社
）
綾
友
会

（
谷
田
理
一
郎
理
事
長
）
と
締
結

し
て
お
り
、
今
回
の
協
定
締
結
で

６
法
人
（
７
施
設
）
へ
の
協
力
依

頼
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
奥
名
町
長
は
「
本
町

で
も
昨
年
７
月
豪
雨
の
よ
う
な
災

害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

広
域
避
難
所
の
確
保
が
急
務
で
す
。

配
慮
が
必
要
な
人
た
ち
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
福
祉
避
難
所
の
確
保

と
い
う
点
で
、
今
回
の
協
定
は
心

強
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

■
福
祉
避
難
所
の
ご
利
用
は

　
町
福
祉
課
へ
必
ず
相
談
を

　
町
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
の
避
難
行
動
要
支
援
者
の
把

握
に
努
め
て
お
り
、
４
月
現
在
で

２
５
０
人
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
協
定
は
、
町
が
各
施
設

に
福
祉
避
難
所
開
設
の
協
力
依
頼

を
円
滑
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

要
支
援
者
が
福
祉
避
難
所
の
利
用

を
希
望
す
る
場
合
は
、
施
設
と
協

議
が
必
要
で
す
の
で
、
町
福
祉
課

へ
事
前
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

高齢者や障がい者などの福祉避難所の確保を

町内外の福祉施設と協定締結

▼

調
印
式
に
参
加
す
る
関
係
法
人
の
代
表
者
や
福
祉
施
設
の
施
設
長
の
皆
さ
ん
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■
令
和
３
～
５
年
度
（
第
８
期
）
の

　

介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

　
町
で
は
、
３
年
ご
と
に
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
の
見
直
し
を

行
い
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

な
費
用
や
利
用
者
数
な
ど
を
見
込
ん

で
料
金
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
見
直
し
で
は
、
保
険
料
の

上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
、
町
の
介
護

給
付
費
準
備
基
金
を
取
り
崩
し
て
活

用
。
皆
さ
ん
が
支
払
う
保
険
料
の
減

額
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
引
き
続
き
、
介
護
予

防
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
介
護
保
険
制
度
の
安
定
運
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
の
介
護
保
険
料
は

　

６
月
中
旬
に
通
知

　
現
在
、
町
で
は
、
65
歳
以
上
の

皆
さ
ん
に
本
年
度
納
め
て
い
た
だ

く
介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
通
知
書

は
令
和
２
年
分
の
所
得
総
額
お
よ

び
令
和
３
年
度
住
民
税
額
の
決
定

後
、
送
付
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

料
は
、
介
護
保
険
制
度
を
運
営
す
る

た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
保
険
料

の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

介 護 保 険 料 は 制 度 を 支 え る 大 切 な 財 源

皆さんのご理解とご協力をお願いします

所得段階 対象者 保険料率
保険料

（第７期との比較額）

第１段階

①生活保護受給者 ②住民税非課税世帯でかつ老齢福祉

年金受給者 ③住民税が世帯非課税でかつ課税年金収入

額と合計所得金額の合計が80万円以下の者

基準額×0.3※
21,960円

（△1,440円）

第２段階
住民税非課税世帯で、前年の年金収入額と合計所得金

額の合計が80万円を越え120万円以下の者
基準額×0.5※

36,600円

（△2,400円）

第３段階
住民税が世帯非課税でかつ課税年金収入額と合計所得

金額の合計が120万円を超える者
基準額×0.7※

51,240円

（△3,360円）

第４段階
本人が住民税非課税・世帯課税でかつ課税年金収入額

と合計所得金額の合計が80万円以下の者
基準額×0.9

65,880円

（△4,320円）

第５段階

（基準）

本人が住民税非課税・世帯課税でかつ課税年金収入額

と合計所得金額の合計が80万円を超える者
基準額

73.200円

（△5,760円）

第６段階
本人が住民税課税でかつ合計所得金額が120万円未満

の者
基準額×1.2

87,840円

（△6,760円）

第７段階
本人が住民税課税でかつ合計所得金額が120万円以上

210万円未満の者
基準額×1.3

95,160円

（△6,240円）

第８段階
本人が住民税課税でかつ合計所得金額が210万円以上

320万円未満の者
基準額×1.5

109,800円

（△7,200円）

第９段階
本人が住民税課税でかつ合計所得金額が320万円以上

の者
基準額×1.7

124,440円

（△8,160円）

■65歳以上の人（第１号被保険者）の令和３年度からの介護保険料（年額）

※ 第１段階～第３段階の保険料率は、軽減が適用されています。
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